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８月の納税こよみ
町　　県　　民　　税　第２期
国  民  健  康  保  険  税　第２期
介 　護 　保 　険 　料　第２期
後期高齢者医療保険料　第１期
国　　民　　年　　金　７月分

納期限は８月３１日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
感
染
症
予
防
の

最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
、

業
績
が
悪
化
す
る
町
内
飲
食
店
を
応
援
す

る
た
め
、
エ
ー
ル
券
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
医
療
・
介
護
・
保
育
従
事
者
の

皆
さ
ん
に
、
町
内
飲
食
店
で
エ
ー
ル
券
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相
互
の
エ

ー
ル
交
換
を
促
し
、「
心
」
と
「
経
済
」

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
15
日
、
大
宅
町
長
か
ら
対
象
施
設

へ
エ
ー
ル
券
を
手
渡
す
と
と
も
に
、
日
頃

の
取
り
組
み
に
対
す
る
感
謝
の
意
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

町内飲食店で利用できるエール券を贈呈
町内の医療・介護・保育事業者にエール

暁
の
星
幼
稚
園
へ
の
贈
呈

　
森
園
長
㊨

　

７
月
６
日
に
、
東
部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

（
渡
部
代
表
取
締
役
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、

町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
う
２
歳
以
上

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
手
作
り
の
マ
ス
ク

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
疫
病
よ
け
で

話
題
沸
騰
中
の
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」
を

描
い
た
絵
も
併
せ
て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
一
つ
一
つ
に
、
子
ど
も
た
ち
を

感
染
症
か
ら
守
り
た
い
と
い
う
温
か
い

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

左から山田取締役、邉見取締役工場長、渡部代表取締役、大宅町長

町内保育所・幼稚園にマスクを寄贈
子どもたちを感染症から守るために

思いのこもった
手作りマスク

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
優
雅
へ
の
贈
呈

　
　  

高
倉
施
設
長
㊥
と
室
井
看
護
師
長
㊨

７月 会議・行事名

１ 会津総合開発協議会役員会
２ 新型コロナウイルス感染症に関する関係

団体との意見交換会（東部地域土木・建
築関連事業者、西部地域農業関連事業者）

３ 新型コロナウイルス感染症に関する関係
団体との意見交換会（東部地域農業関連
事業者）

６ 東部生コン㈱マスク寄贈 / 新型コロナウ
イルス感染症に関する関係団体との意見
交換会（林産業関連業事業者）

７ 町防犯指導隊委嘱状交付式 / 新型コロナ
ウイルス感染症に関する関係団体との
意見交換会（西部地域土木・建築関連事
業者）

８ 町青少年育成町民会議総会
９ ㈱住田光学ガラスＴ棟新築工事地鎮祭
13 南会津地方町村会医師確保に関する県

要望
14 県立高等学校改革監および改革室長来庁
15 町内医療・介護・保育従事者へのエール

券配付

17 さゆり荘宿泊棟建設工事地鎮祭
20 人権擁護委員佐藤美千氏法務大臣感謝状

伝達式
22 町総合教育会議
27 第３回町議会臨時会
28 県立高等学校統合に関する懇談会
29 南郷地域行政連絡員会議
30 ふくしま市町村支援機構理事会

/ 県立高等学校統合に関する懇談会
31 課長会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を報告するコーナーです。

№ 73

釣り客でにぎわう伊南川

多くの釣り客が訪れ、活気にあふれる
伊南川の鮎釣りが解禁！

　

伊
南
川
の
鮎
釣
り
が
7
月
18
日
い
よ
い

よ
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
伊
南
川
は
、
日

本
全
国
で
最
も
遅
く
解
禁
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
待
ち
に
待
っ
た
と
ば
か
り
に
、

多
く
の
釣
り
客
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
台
風
19
号
の
影
響
で
、

伊
南
川
へ
砂
が
流
入
し
、
濁
り
が
取
れ
な

い
状
況
が
続
い
た
た
め
、
鮎
釣
り
へ
の
影

響
を
不
安
視
す
る
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

7
月
11
日
に
、
南
会
津
西
部
漁
協
に
よ

り
行
わ
れ
た
鮎
の
試
し
釣
り
で
は
、
ま
ず

ま
ず
の
釣
果
が
あ
り
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

も
安
堵
し
た
よ
う
で
す
。

　

各
種
マ
ナ
ー
の
順
守
と
感
染
症
予
防
対

策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
鮎
釣
り
シ
ー
ズ

ン
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

粛々と神事に臨む参列者

会津田島祇園祭規模を縮小して開催
疫病退散の願いを込めて

　

7
月
22
日
、
田
出
宇
賀
・
熊
野
両
神
社

に
お
い
て
、
会
津
田
島
祇
園
祭
の
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
広

が
り
を
考
慮
し
、
七
行
器
行
列
や
神
輿
渡

御
な
ど
を
中
止
と
し
、
規
模
を
大
幅
に
縮

小
し
て
い
ま
す
。

　

参
列
者
に
つ
い
て
も
、
中
町
上
側
御
党

屋
組
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
10
人
ほ
ど
に

限
定
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
津
田
島
祇
園
祭
は
、
元
来
「
疫
病
・

災
難
・
厄
」
を
祓は

ら

い
、「
良
縁
・
長
寿
・

豊
穣
」
を
願
う
意
味
合
い
を
持
ち
ま
す
。

一
刻
も
早
く
平
穏
な
日
常
が
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
と
、
参
列
者
の
皆
さ
ん
は
感
染
症

の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

田
島
美
術
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
昨
年

の
田
島
文
化
祭
で
開
催
し
た
「
絵
て
が
み

教
室
」
は
好
評
で
、
定
期
的
に
絵
画
教
室

を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

次
の
と
お
り
絵
画
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

絵
画
教
室
で

　
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

【
内　
　

容
】

　

主
に
鉛
筆
・
水
彩
に
よ
る
静
物
画
を
対

象
と
し
ま
す
が
、
写
真
に
よ
る
風
景
画
や

人
物
画
も
指
導
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば
油
絵
の
指
導
も

行
い
ま
す
。用
具
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
】

　

9
月
19
日
（
土
）、
10
月
17
日
（
土
）、

　

11
月
21
日
（
土
）、
12
月
19
日
（
土
）

【
開
催
場
所
】

　

田
島
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

【
募
集
人
員
】

　

町
民
20
人
程
度

【
参　
加　
料
】

　

1
回
あ
た
り
５
０
０
円

　

※
小
・
中
・
高
校
生
は
無
料

【
申　
込　
先
】

　

田
島
美
術
協
会
事
務
局　

星　
　
　
　

　
　
　

０
９
０
（
４
８
８
４
）
５
１
９
５
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